
「山形県精神保健福祉士協会 2022 年度 第８回理事会」 会議録

（座長：那須会長）

2022 年 11 月 11 日（金）

14時 00 分～15 時 00 分 ※オンライン形式の開催

１．報告事項
那須会長より
1）山形県社会福祉協議会へ新春号の機関紙へ広告依頼（2023 年１月号）
2）県委託事業について
・精神障がい者への支援方法
就労継続Ａ・Ｂ・就労移行事業所向けの研修（１月～3月）・困難事例の相談会
予算の見積もりに関して、主に物品関係に関して振り返りモニターは不要、ＰＣ１・

2
台借用予定。
後藤事務局長より事業計画書を県へ提出 11 月中に 80 万円入金想定。
相談会の案内の作成については、木川理事へ依頼（去年と内容は大きく変えずレイ
アウトを少し変更する。）

・クライシスプランの研修
講師：岩手県立大学 狩野先生
応募人数次第で宮城県協会と同時開催あるも今のところは単独開催予定。

・ＳＷＤについて
団体別・ブロック別の担当者が決定。
今後は連絡会等の会合を開催し顔合わせを行い連携強化を図る。
また、社会福祉士会の担当者の連絡先が私用の電話番号やメールアドレスの方がいる
為、個人情報保護の観点から、取り扱いに注意する事を共有。

2．会議報告
後藤事務局長より
山形県医療観察連絡協議会に後藤事務局長が、指定通院医療機関・山形県精神保健
福祉士協会事務局として参加。ケース（さくら町病院・秋野病院）を用いての検証。
意見交換を行い現状の確認や課題を共有した。
具体的には診療報酬上の問題点や機関同士の連携や情報共有に関して議論をした。

３．協議事項
基幹研修Ⅰについて、木川理事・土田理事・山岸理事より
スタッフ予定表（タイムテーブル）の共有と確認。/木川理事
集合時間について、準備の関係で職員玄関より 8：30 から出入り可能。/木川理事



講師が使用予定の PC所在について確認。山岸理事保管し当日持参。/木川理事
グループワークの組み合わせやグループ分けの際の段取りの確認。/木川理事
終了証書の読み上げに関しては、当日の状況次第で会長か副会長が行う。/木川理事
講師への日当及び駐車場の利用料は例年通りの金額を協会より負担。/山岸理事
11 月 20 日に締め切りを延長。11 月 21 日は受講者確定。/土田理事
11 月 23 日まで講師は資料作成し土田理事へその後協会ＨＰアップロード/土田理事

4．その他
１）県協会新規入会者の報告 後藤事務局長より
かみのやま病院より 2名、地域包括支援センター敬寿会１名の合計３名

２）災害対策委員会の全国研修
参加者が淀野理事より渡部理事へ変更にて参加

以上理事会にて承認、決議

【 出 席
者】

那須会長・淀野副会長・後藤事務局長・山岸事務局次長・本間（優）事務局次長・木川

理事・土田理事・高子理事・吉田理事・阿部理事 合計１０名


